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A．観光
B．地域振興
C．福祉社会デザイン
D．地域防災

前 後 前 後 前 後 前 後

松本大学と地域 ● 向 井 健 ○ △ △ △ △

地域史（地誌） ○ 岡 﨑 滋 樹 ◎ ○ △ △ △ △

地域課題理解 集 集 各 教 員 ○ ○ △ △ △ △

基礎ゼミナールⅠ ● 各 教 員 ○ △ △ △ △

基礎ゼミナールⅡ ● 各 教 員 ○ △ △ △ △

総合英語Ⅰ（Advanced Level）

総合英語Ⅰ（Intermediate Level）

総合英語Ⅰ（Elementary Level）

総合英語Ⅱ ○ 大 石 文 朗 ほ か ◎ ◎ ○ △ △ △ △

総合英語Ⅲ ○ 久 田 康 子 ○ △ △ △ △

総合英語Ⅳ ○ 久 田 康 子 ○ △ △ △ △

英会話Ⅰ ○ ﾏ ｰ ﾒ ｯ ﾄ ｼ ｮ ｰ ﾝ ○ △ △ △ △

英会話Ⅱ ○ ﾏ ｰ ﾒ ｯ ﾄ ｼ ｮ ｰ ﾝ ○ △ △ △ △

英会話Ⅲ ○ マイケル ジョンソン ○ △ △ △ △

英会話Ⅳ ○ マイケル ジョンソン ○ △ △ △ △

TOEICⅠ ○ 各 教 員 ○ △ △ △ △

TOEICⅡ ○ 各 教 員 ○ △ △ △ △

TOEICⅢ ○ 各 教 員 ○ △ △ △ △

TOEICⅣ ○ 各 教 員 ○ △ △ △ △

中国語Ⅰ ○ 中 島 暉 ○ △ △ △ △

中国語Ⅱ ○ 中 島 暉 ○ △ △ △ △ 中国語Ⅰ修得者

ハングルⅠ ○ 林 英 美 ○ △ △ △ △

ハングルⅡ ○ 林 英 美 ○ △ △ △ △ ハングルⅠ修得者

情報処理Ⅰ（WORD） ● 小 林 美 代 子 ほ か ◎ ◎ ○ △ △ △ △

情報処理Ⅱ（EXCEL初級） ● 林 昌 孝 ほ か ◎ ◎ ○ △ △ △ △

情報処理Ⅲ（EXCEL上級） ○ 松 澤 ・ 河 西 ○ △ △ △ △

情報処理Ⅳ（パワーポイント） ○ 松 澤 ・ 永 田 ○ △ △ △ △

データサイエンス基礎（データ分析） ○ 松 澤 み わ 子 ○ △ △ △ △

日本語入門（異文化理解基礎） ○ 中 村 純 子 ○ △ △ △ △ 留学生のみ

日本語応用（異文化理解応用） ○ 中 村 純 子 ○ △ △ △ △ 留学生のみ

異文化コミュニケーション ○ 中 村 純 子 ○ △ △ △ △ 留学生のみ

日本文化 ○ 福 嶋 紀 子 ○ △ △ △ △

子どもの育ちと教育 ○ 大 蔵 真 由 美 ○ △ △ △ △

芸術文化 ○ 大 竹 永 明 ○ △ △ △ △

こころと体の健康 ○ 住 吉 愛 里 ほ か ○ △ △ △ △

文化人類学 ○ 福 島 智 子 ○ △ △ △ △

哲学 ○ 護 山 真 也 ○ △ △ △ △

生命倫理 ○ 福 島 智 子 ○ △ △ △ △

SDGsとジェンダー ○ 新 井 喜 代 加 ○ △ △ △ △

文学 ○ 中 西 満 義 ○ △ △ △ △

音楽の歴史と鑑賞 ○ 安 藤 江 里 ○ △ △ △ △

生涯スポーツ Ⅰ（集団） ○ 山 本 ・ 濱 田 ・ 本 間 ◎ ◎ ○ △ △ △ △

生涯スポーツ Ⅱ（個人） ○ 齊 藤 ・ 池 田 ・ 青 木 ◎ ◎ ○ △ △ △ △

法律の基礎 ● 増 尾 均 ◎ ◎ ○ △ △ △ △

異文化理解 ○ 和 田 順 一 ○ △ △ △ △

経済の基礎 ● 岡 﨑 滋 樹 ○ △ △ △ △

日本国憲法 ○ 増 尾 均 ◎ ◎ ○ △ △ △ △

地理学 ○ 古 川 智 史 ◎ ○ △ △ △ △

海外研修Ⅰ 集 集 集 集 集 集 集 集 糸 井 重 夫 ○ △ △ △ △

海外研修Ⅱ 集 集 集 集 集 集 集 集 菊 原 健 吾 ○ △ △ △ △

国際社会特別講義Ⅰ 集 集 集 集 集 集 集 集 糸 井 重 夫 ○ △ △ △ △

国際社会特別講義Ⅱ 集 集 集 集 集 集 集 集 糸 井 重 夫 ○ △ △ △ △

自然と産業 ○ 三 木 敦 朗 ○ △ △ △ △

健康管理論 ○ 山 本 ・ 有 賀 ○ △ △ △ △

数学の基礎 ○ 氣 賀 澤 英 章 ○ △ △ △ △

環境問題と循環型社会 ○ 三 木 敦 朗 ○ △ △ △ △

基礎統計学 ○ 林 昌 孝 ○ △ △ △ △

生活習慣病と予防 ○ 青 木 雄 次 ○ △ △ △ △

キャリア入門 ○ 上 野 隆 幸 ○ △ △ △ △

キャリアデザインⅠ ● 小 野 香 織 ○ △ △ △ △

キャリアデザインⅡ ● 折 山 旭 ○ △ △ △ △

インターンシップ ○ 上 野 隆 幸 ○ △ △ △ △

ワークインフォメーション ○ 畑 井 治 文 ○ △ △ △ △

＜記号の見方＞ 【資格取得のための科目群】 【学科DPとの関連・学科の4本柱との関連】

【開講時期】 　◎…資格取得のための必修科目 ◎…特に関係が強い

●…必修科目（卒業要件） 　○…資格取得のための選択科目 ○…関係が強い

○…選択科目 △…関係がある

集…集中講義

専専門門力力

地地域域づづくくりり専専門門力力

学学科科DDPP人人間間力力

社社会会人人基基礎礎力力 ③ マナー・コミュニケーション等、社会人としての基礎能力を身につけている。
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① 地域社会を構成する一員にふさわしい基礎的能力を身につけている。

② 現代社会を広い視野で分析し、自ら判断・行動できる能力を身につけている。

③ 「博士」「修士」あるいは「学士」として社会の期待に応えられる専門的力量を身につけている。

① 地域社会について理解し、地域一般に関する知識を身につけている。さらに加えて、観光・地域振興・福祉・防災についての専門的知識を身につけている。

② 倫理観を含め、社会で活動するための基本的な人間性を身につけている。
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A．観光
B．地域振興
C．福祉社会デザイン
D．地域防災

前 後 前 後 前 後 前 後

経営学入門 ● 畑 井 治 文 〇 △ △ △ △

コーポレートマーケティング 〇 青 木 良 和 〇 △ △ △ △

心理学 ○ 下 山 惠 子 ◎ 〇 △ △ △ △

社会学 〇 今 村 篤 史 ◎ ◎ ◎ 〇 △ △ △ △

地域づくり概論 ● 白 戸 洋 〇 △ △ △ △

簿記論 ● 田 中 浩 ほ か 〇 △ △ △ △

経営管理論 ○ 大 森 信 〇 △ △ △ △

経済学入門 ○ 宇 都 伸 之 ◎ ◎ 〇 △ △ △ △

マーケティング論 ● 益 山 代 利 子 〇 △ △ △ △

情報社会論 ● 室 谷 心 〇 △ △ △ △

行政学 集 川 北 泰 伸 〇 △ △ △ △

リーダーシップ論 ○ 畑 井 治 文 〇 〇 △ △ △ △

中小企業論 ○ 兼 村 智 也 〇 △ △ △ △

財政学 ○ 各 教 員 〇 △ △ △ △ 開講せず

人的資源管理 ○ 畑 井 治 文 〇 △ △ △ △

経営組織論 ○ 古 田 成 志 〇 △ △ △ △

ホームページ実践 ○ 林 昌 孝 ほ か 〇 〇 △ △ △ △

社会活動 ○ 白 戸 ・ 李 ◎ 〇 〇 △ △ △ △

倫理学 集 集 中 村 美 智 太 郎 ○ ◎ 〇 △ △ △ △

観光概論 ● 相 澤 美 穂 子 〇 △ △ △ △

観光事業論 ○ 城 本 高 輝 〇 ◎

観光政策論 ○ 城 本 高 輝 〇 ○ △

旅行業法 ○ 城 本 高 輝 〇 ◎

観光約款 ○ 相 澤 美 穂 子 〇 ◎

契約法 ○ 増 尾 均 ○ ○ 〇 ○ △

観光産業論 ○ 相 澤 美 穂 子 〇 ◎

ホスピタリティ概論 ○ 益 山 代 利 子 〇 〇 ◎

宿泊経営論 〇 ○ 益 山 代 利 子 〇 ○ △

社会調査論 ○ ○ 林 昌 孝 〇 △ △ △ △

サービスマーケティング ○ ○ 益 山 代 利 子 〇 〇 ○ △

ツアープランニング ○ ○ 相 澤 美 穂 子 ほ か 〇 ◎

観光資源論 ○ 脇 園 大 史 〇 ○ △

観光まちづくり論 ○ 脇 園 大 史 〇 ○ △

景観と観光 ○ 益 山 代 利 子 〇 ◎

エコツーリズム 〇 中 澤 朋 代 〇 ○ △

ユニバーサルデザイン論 ○ ○ 尻 無 浜 博 幸 〇 〇 △ △ △ △ 開講せず

地域資源活用論 ○ ○ 脇 園 大 史 〇 ◎

観光地ブランド ○ ○ 城 本 高 輝 〇 ○ △

ヘルスツーリズム ○ ○ 益 山 代 利 子 〇 ◎

日本史 ○ 福 嶋 紀 子 ◎ 〇 △ △ △ △

外国史 ○ 福 嶋 紀 子 ◎ 〇 △ △ △ △

観光地理Ⅰ（日本） ○ 向 井 健 ○ 〇 ◎

観光社会学 ○ 各 教 員 〇 〇 〇 ○ △ 開講せず

国際観光 ○ 益 山 代 利 子 〇 ◎

観光地理Ⅱ（世界） ○ ○ 神 谷 穂 高 ○ 〇 ◎

自然地理 ○ ○ 柳 町 晴 美 〇 △ △ △ △

人文地理 ○ ○ 羽 田 司 〇 △ △ △ △

異文化交流演習 ○ ○ 益 山 代 利 子 〇 ◎

地域経営論 ● 向 井 健 〇 △ △ △ △

コミュニティビジネス ○ 李 省 翰 ○ ○ 〇 ◎

共生社会論 ○ 向 井 健 ○ 〇 〇 ○ △

家族法 ○ 増 尾 均 ○ ○ 〇 ◎

生活環境論 ○ 向 井 健 ○ 〇 ◎ 開講せず

非営利組織論 ○ ○ 李 省 翰 ○ ○ 〇 ○ △

文化産業論 ○ ○ 古 川 智 史 〇 △ 〇

都市計画論 ○ ○ 勝 亦 達 夫 〇 〇 △

地域文化論 ○ ○ 木 下 巨 一 ○ 〇 △ ○

社会的企業論 ○ ○ 李 省 翰 〇 ◎

地域資源論 ○ 勝 亦 達 夫 〇 △ ○

地域の行財政 ○ 矢 久 保 学 ◎ ○ ○ 〇 ◎

地方自治論 〇 宮 澤 万 茂 留 〇 〇 〇 ◎

地域マーケティング ○ 脇 園 大 史 〇 ◎

日本経済史 ○ 岡 﨑 滋 樹 ○ 〇 △ 〇

地域政策論 ○ 城 本 高 輝 〇 ○ △

地域振興論 ○ ○ 白 戸 洋 ◎ 〇 ◎

地域戦略論 ○ ○ 城 本 高 輝 〇 △ 〇

企業取引法 ○ ○ 増 尾 均 〇 △ ○ 開講せず

労働と法 ○ ○ 畑 井 治 文 ○ ○ 〇 △ △ △ △

地域経済論 ○ ○ 古 川 智 史 〇 △ 〇

会社法 ○ ○ 増 尾 均 〇 △ ○
次のページへ続く
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① 地域社会を構成する一員にふさわしい基礎的能力を身につけている。

② 現代社会を広い視野で分析し、自ら判断・行動できる能力を身につけている。

③ 「博士」「修士」あるいは「学士」として社会の期待に応えられる専門的力量を身につけている。

① 地域社会について理解し、地域一般に関する知識を身につけている。さらに加えて、観光・地域振興・福祉・防災についての専門的知識を身につけている。

② 倫理観を含め、社会で活動するための基本的な人間性を身につけている。

③ マナー・コミュニケーション等、社会人としての基礎能力を身につけている。

備

考

70020
テキストボックス




68 69

A．観光
B．地域振興
C．福祉社会デザイン
D．地域防災

前 後 前 後 前 後 前 後

松本大学と地域 ● 向 井 健 ○ △ △ △ △

地域史（地誌） ○ 岡 﨑 滋 樹 ◎ ○ △ △ △ △

地域課題理解 集 集 各 教 員 ○ ○ △ △ △ △

基礎ゼミナールⅠ ● 各 教 員 ○ △ △ △ △

基礎ゼミナールⅡ ● 各 教 員 ○ △ △ △ △

総合英語Ⅰ（Advanced Level）

総合英語Ⅰ（Intermediate Level）

総合英語Ⅰ（Elementary Level）

総合英語Ⅱ ○ 大 石 文 朗 ほ か ◎ ◎ ○ △ △ △ △

総合英語Ⅲ ○ 久 田 康 子 ○ △ △ △ △

総合英語Ⅳ ○ 久 田 康 子 ○ △ △ △ △

英会話Ⅰ ○ ﾏ ｰ ﾒ ｯ ﾄ ｼ ｮ ｰ ﾝ ○ △ △ △ △

英会話Ⅱ ○ ﾏ ｰ ﾒ ｯ ﾄ ｼ ｮ ｰ ﾝ ○ △ △ △ △

英会話Ⅲ ○ マイケル ジョンソン ○ △ △ △ △

英会話Ⅳ ○ マイケル ジョンソン ○ △ △ △ △

TOEICⅠ ○ 各 教 員 ○ △ △ △ △

TOEICⅡ ○ 各 教 員 ○ △ △ △ △

TOEICⅢ ○ 各 教 員 ○ △ △ △ △

TOEICⅣ ○ 各 教 員 ○ △ △ △ △

中国語Ⅰ ○ 中 島 暉 ○ △ △ △ △

中国語Ⅱ ○ 中 島 暉 ○ △ △ △ △ 中国語Ⅰ修得者

ハングルⅠ ○ 林 英 美 ○ △ △ △ △

ハングルⅡ ○ 林 英 美 ○ △ △ △ △ ハングルⅠ修得者

情報処理Ⅰ（WORD） ● 小 林 美 代 子 ほ か ◎ ◎ ○ △ △ △ △

情報処理Ⅱ（EXCEL初級） ● 林 昌 孝 ほ か ◎ ◎ ○ △ △ △ △

情報処理Ⅲ（EXCEL上級） ○ 松 澤 ・ 河 西 ○ △ △ △ △

情報処理Ⅳ（パワーポイント） ○ 松 澤 ・ 永 田 ○ △ △ △ △

データサイエンス基礎（データ分析） ○ 松 澤 み わ 子 ○ △ △ △ △

日本語入門（異文化理解基礎） ○ 中 村 純 子 ○ △ △ △ △ 留学生のみ

日本語応用（異文化理解応用） ○ 中 村 純 子 ○ △ △ △ △ 留学生のみ

異文化コミュニケーション ○ 中 村 純 子 ○ △ △ △ △ 留学生のみ

日本文化 ○ 福 嶋 紀 子 ○ △ △ △ △

子どもの育ちと教育 ○ 大 蔵 真 由 美 ○ △ △ △ △

芸術文化 ○ 大 竹 永 明 ○ △ △ △ △

こころと体の健康 ○ 住 吉 愛 里 ほ か ○ △ △ △ △

文化人類学 ○ 福 島 智 子 ○ △ △ △ △

哲学 ○ 護 山 真 也 ○ △ △ △ △

生命倫理 ○ 福 島 智 子 ○ △ △ △ △

SDGsとジェンダー ○ 新 井 喜 代 加 ○ △ △ △ △

文学 ○ 中 西 満 義 ○ △ △ △ △

音楽の歴史と鑑賞 ○ 安 藤 江 里 ○ △ △ △ △

生涯スポーツ Ⅰ（集団） ○ 山 本 ・ 濱 田 ・ 本 間 ◎ ◎ ○ △ △ △ △

生涯スポーツ Ⅱ（個人） ○ 齊 藤 ・ 池 田 ・ 青 木 ◎ ◎ ○ △ △ △ △

法律の基礎 ● 増 尾 均 ◎ ◎ ○ △ △ △ △

異文化理解 ○ 和 田 順 一 ○ △ △ △ △

経済の基礎 ● 岡 﨑 滋 樹 ○ △ △ △ △

日本国憲法 ○ 増 尾 均 ◎ ◎ ○ △ △ △ △

地理学 ○ 古 川 智 史 ◎ ○ △ △ △ △

海外研修Ⅰ 集 集 集 集 集 集 集 集 糸 井 重 夫 ○ △ △ △ △

海外研修Ⅱ 集 集 集 集 集 集 集 集 菊 原 健 吾 ○ △ △ △ △

国際社会特別講義Ⅰ 集 集 集 集 集 集 集 集 糸 井 重 夫 ○ △ △ △ △

国際社会特別講義Ⅱ 集 集 集 集 集 集 集 集 糸 井 重 夫 ○ △ △ △ △

自然と産業 ○ 三 木 敦 朗 ○ △ △ △ △

健康管理論 ○ 山 本 ・ 有 賀 ○ △ △ △ △

数学の基礎 ○ 氣 賀 澤 英 章 ○ △ △ △ △

環境問題と循環型社会 ○ 三 木 敦 朗 ○ △ △ △ △

基礎統計学 ○ 林 昌 孝 ○ △ △ △ △

生活習慣病と予防 ○ 青 木 雄 次 ○ △ △ △ △

キャリア入門 ○ 上 野 隆 幸 ○ △ △ △ △

キャリアデザインⅠ ● 小 野 香 織 ○ △ △ △ △

キャリアデザインⅡ ● 折 山 旭 ○ △ △ △ △

インターンシップ ○ 上 野 隆 幸 ○ △ △ △ △

ワークインフォメーション ○ 畑 井 治 文 ○ △ △ △ △

＜記号の見方＞ 【資格取得のための科目群】 【学科DPとの関連・学科の4本柱との関連】

【開講時期】 　◎…資格取得のための必修科目 ◎…特に関係が強い

●…必修科目（卒業要件） 　○…資格取得のための選択科目 ○…関係が強い

○…選択科目 △…関係がある

集…集中講義

専専門門力力

地地域域づづくくりり専専門門力力

学学科科DDPP人人間間力力

社社会会人人基基礎礎力力 ③ マナー・コミュニケーション等、社会人としての基礎能力を身につけている。

松大学士力

各 教 員 〇◎◎ △△△△
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単

位

数

備

考

開講時期

年 年年

社

会

教

育

士

防

災

士

担

当

教

員年

松松
大大
学学
士士
力力

地地域域貢貢献献力力

全全学学DDPP判判断断力力・・行行動動力力

資格取得のための科目群

学

芸

員

公

民

科

教

員

免

許

（

高

校

）

社

会

科

教

員

免

許

（

中

学

）

社

会

福

祉

士

① 地域社会を構成する一員にふさわしい基礎的能力を身につけている。

② 現代社会を広い視野で分析し、自ら判断・行動できる能力を身につけている。

③ 「博士」「修士」あるいは「学士」として社会の期待に応えられる専門的力量を身につけている。

① 地域社会について理解し、地域一般に関する知識を身につけている。さらに加えて、観光・地域振興・福祉・防災についての専門的知識を身につけている。

② 倫理観を含め、社会で活動するための基本的な人間性を身につけている。

地
域
貢
献
力

判
断
力
・
行
動
力

専
門
力

観
光

地
域
振
興

学科の
4本柱

との関係

福
祉
社
会
デ
ザ
イ
ン

地
域
防
災

A．観光
B．地域振興
C．福祉社会デザイン
D．地域防災

前 後 前 後 前 後 前 後

経営学入門 ● 畑 井 治 文 〇 △ △ △ △

コーポレートマーケティング 〇 青 木 良 和 〇 △ △ △ △

心理学 ○ 下 山 惠 子 ◎ 〇 △ △ △ △

社会学 〇 今 村 篤 史 ◎ ◎ ◎ 〇 △ △ △ △

地域づくり概論 ● 白 戸 洋 〇 △ △ △ △

簿記論 ● 田 中 浩 ほ か 〇 △ △ △ △

経営管理論 ○ 大 森 信 〇 △ △ △ △

経済学入門 ○ 宇 都 伸 之 ◎ ◎ 〇 △ △ △ △

マーケティング論 ● 益 山 代 利 子 〇 △ △ △ △

情報社会論 ● 室 谷 心 〇 △ △ △ △

行政学 集 川 北 泰 伸 〇 △ △ △ △

リーダーシップ論 ○ 畑 井 治 文 〇 〇 △ △ △ △

中小企業論 ○ 兼 村 智 也 〇 △ △ △ △

財政学 ○ 各 教 員 〇 △ △ △ △ 開講せず

人的資源管理 ○ 畑 井 治 文 〇 △ △ △ △

経営組織論 ○ 古 田 成 志 〇 △ △ △ △

ホームページ実践 ○ 林 昌 孝 ほ か 〇 〇 △ △ △ △

社会活動 ○ 白 戸 ・ 李 ◎ 〇 〇 △ △ △ △

倫理学 集 集 中 村 美 智 太 郎 ○ ◎ 〇 △ △ △ △

観光概論 ● 相 澤 美 穂 子 〇 △ △ △ △

観光事業論 ○ 城 本 高 輝 〇 ◎

観光政策論 ○ 城 本 高 輝 〇 ○ △

旅行業法 ○ 城 本 高 輝 〇 ◎

観光約款 ○ 相 澤 美 穂 子 〇 ◎

契約法 ○ 増 尾 均 ○ ○ 〇 ○ △

観光産業論 ○ 相 澤 美 穂 子 〇 ◎

ホスピタリティ概論 ○ 益 山 代 利 子 〇 〇 ◎

宿泊経営論 〇 ○ 益 山 代 利 子 〇 ○ △

社会調査論 ○ ○ 林 昌 孝 〇 △ △ △ △

サービスマーケティング ○ ○ 益 山 代 利 子 〇 〇 ○ △

ツアープランニング ○ ○ 相 澤 美 穂 子 ほ か 〇 ◎

観光資源論 ○ 脇 園 大 史 〇 ○ △

観光まちづくり論 ○ 脇 園 大 史 〇 ○ △

景観と観光 ○ 益 山 代 利 子 〇 ◎

エコツーリズム 〇 中 澤 朋 代 〇 ○ △

ユニバーサルデザイン論 ○ ○ 尻 無 浜 博 幸 〇 〇 △ △ △ △ 開講せず

地域資源活用論 ○ ○ 脇 園 大 史 〇 ◎

観光地ブランド ○ ○ 城 本 高 輝 〇 ○ △

ヘルスツーリズム ○ ○ 益 山 代 利 子 〇 ◎

日本史 ○ 福 嶋 紀 子 ◎ 〇 △ △ △ △

外国史 ○ 福 嶋 紀 子 ◎ 〇 △ △ △ △

観光地理Ⅰ（日本） ○ 向 井 健 ○ 〇 ◎

観光社会学 ○ 各 教 員 〇 〇 〇 ○ △ 開講せず

国際観光 ○ 益 山 代 利 子 〇 ◎

観光地理Ⅱ（世界） ○ ○ 神 谷 穂 高 ○ 〇 ◎

自然地理 ○ ○ 柳 町 晴 美 〇 △ △ △ △

人文地理 ○ ○ 羽 田 司 〇 △ △ △ △

異文化交流演習 ○ ○ 益 山 代 利 子 〇 ◎

地域経営論 ● 向 井 健 〇 △ △ △ △

コミュニティビジネス ○ 李 省 翰 ○ ○ 〇 ◎

共生社会論 ○ 向 井 健 ○ 〇 〇 ○ △

家族法 ○ 増 尾 均 ○ ○ 〇 ◎

生活環境論 ○ 向 井 健 ○ 〇 ◎ 開講せず

非営利組織論 ○ ○ 李 省 翰 ○ ○ 〇 ○ △

文化産業論 ○ ○ 古 川 智 史 〇 △ 〇

都市計画論 ○ ○ 勝 亦 達 夫 〇 〇 △

地域文化論 ○ ○ 木 下 巨 一 ○ 〇 △ ○

社会的企業論 ○ ○ 李 省 翰 〇 ◎

地域資源論 ○ 勝 亦 達 夫 〇 △ ○

地域の行財政 ○ 矢 久 保 学 ◎ ○ ○ 〇 ◎

地方自治論 〇 宮 澤 万 茂 留 〇 〇 〇 ◎

地域マーケティング ○ 脇 園 大 史 〇 ◎

日本経済史 ○ 岡 﨑 滋 樹 ○ 〇 △ 〇

地域政策論 ○ 城 本 高 輝 〇 ○ △

地域振興論 ○ ○ 白 戸 洋 ◎ 〇 ◎

地域戦略論 ○ ○ 城 本 高 輝 〇 △ 〇

企業取引法 ○ ○ 増 尾 均 〇 △ ○ 開講せず

労働と法 ○ ○ 畑 井 治 文 ○ ○ 〇 △ △ △ △

地域経済論 ○ ○ 古 川 智 史 〇 △ 〇

会社法 ○ ○ 増 尾 均 〇 △ ○
次のページへ続く
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松松
大大
学学
士士
力力

地地域域貢貢献献力力

判判断断力力・・行行動動力力

専専門門力力

地地域域づづくくりり専専門門力力

人人間間力力

観

光

（

観

光

経

営
）

観
光

地
域
振
興

福
祉
社
会
デ
ザ
イ
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地
域
防
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全全学学DDPP

学学科科DDPP

単

位

数

① 地域社会を構成する一員にふさわしい基礎的能力を身につけている。

② 現代社会を広い視野で分析し、自ら判断・行動できる能力を身につけている。

③ 「博士」「修士」あるいは「学士」として社会の期待に応えられる専門的力量を身につけている。

① 地域社会について理解し、地域一般に関する知識を身につけている。さらに加えて、観光・地域振興・福祉・防災についての専門的知識を身につけている。

② 倫理観を含め、社会で活動するための基本的な人間性を身につけている。

③ マナー・コミュニケーション等、社会人としての基礎能力を身につけている。

備

考

70020
テキストボックス




70 71

前 後 前 後 前 後 前 後

医学概論 ○ 森 淳 一 郎 ◎ 〇 ◎

保健医療と福祉 ○ 尻 無 浜 ・ 今 村 ◎ 〇 ◎

社会福祉概論Ⅰ ● 尻 無 浜 博 幸 ◎ 〇 △ △ △ △

社会福祉概論Ⅱ ○ 今 村 篤 史 ◎ 〇 ◎

心理学と心理的支援 ○ 矢 﨑 久 ◎ 〇 ◎

子ども家庭福祉 ○ 今 村 篤 史 ◎ 〇 ◎

障がい福祉 ○ 尻 無 浜 博 幸 ◎ 〇 ◎

高齢者福祉 ○ 八 田 桂 子 ◎ 〇 ◎

地域福祉Ⅰ ○ 李 省 翰 ◎ ○ ○ ○ 〇 △ ○

地域福祉Ⅱ ○ 李 省 翰 ◎ 〇 △ ○

司法福祉Ⅰ ○ ○ 増 尾 均 ◎ 〇 ◎

司法福祉Ⅱ ○ ○ 増 尾 均 ◎ 〇 ◎

社会保障論Ⅰ ○ ○ 荒 川 豊 ◎ 〇 ◎

社会保障論Ⅱ ○ ○ 荒 川 豊 ◎ 〇 ◎

ソーシャルワークⅠ ○ 杉 本 博 志 ◎ 〇 ◎

ソーシャルワークⅡ ○ 杉 本 博 志 ◎ 〇 ◎

ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ ○ 李 省 翰 ◎ 〇 ◎ 資格のみ

ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ ○ 丸 山 文 ◎ 〇 ◎ 資格のみ

ソーシャルワークの理論と方法Ⅲ ○ ○ 尻 無 浜 博 幸 ◎ 〇 ◎ 資格のみ

ソーシャルワークの理論と方法Ⅳ ○ ○ 李 省 翰 ◎ 〇 ◎ 資格のみ

社会福祉調査 ○ ○ 畑 井 治 文 ◎ 〇 ◎

公的扶助論 ○ ○ 荒 川 豊 ◎ 〇 △ ○

社会福祉経営 ○ ○ 村 岡 裕 ◎ 〇 ◎

ソーシャルワーク演習Ⅰ ○ 今 村 ・ 尻 無 浜 ◎ 〇 ◎ 資格のみ

ソーシャルワーク演習Ⅱ 集 今 村 ・ 尻 無 浜 ◎ 〇 ◎ 資格のみ

防災概論 ● 尻 無 浜 博 幸 〇 △ ○

気象災害 ○ 服 部 雄 司 ◎ 〇 ◎

地質災害 ○ 入 江 さ や か ◎ 〇 ◎

防災コミュニティ論 ○ 入 江 さ や か ◎ 〇 △ ○

災害ボランティア論 ○ 入 江 さ や か 〇 〇 △ ○

気象予報 ○ 服 部 雄 司 〇 ◎

地域防災と情報 ○ ○ 入 江 さ や か 〇 〇 ◎

生涯学習概論Ⅰ ○ 向 井 健 ◎ ◎ ○ ○ 〇 ○ △

生涯学習概論Ⅱ ○ 向 井 健 ◎ 〇 ◎ 資格のみ　

社会教育経営論Ⅰ ○ 矢 久 保 学 ◎ 〇 ○ △

社会教育経営論Ⅱ ○ 白 戸 洋 ◎ 〇 ◎ 資格のみ　

生涯学習支援論Ⅰ ○ ○ 木 下 巨 一 ◎ 〇 ◎ 資格のみ

生涯学習支援論Ⅱ ○ ○ 向 井 健 ◎ 〇 ○ △ 資格のみ

博物館概論 ○ 窪 田 雅 之 ○ ◎ 〇 ○ △ 資格のみ

博物館展示論 ○ 原 田 和 彦 ◎ 〇 ◎ 資格のみ

博物館教育論 ○ 脇 園 大 史 ◎ 〇 ◎ 資格のみ

博物館資料論 ○ 一 ノ 瀬 幸 治 ◎ 〇 〇 △ ○ 資格のみ 

博物館資料保存論 ○ 一 ノ 瀬 幸 治 ◎ 〇 ◎ 資格のみ

博物館情報・メディア論 ○ 林 昌 孝 ◎ 〇 〇 △ ○ 資格のみ

博物館経営論 ○ 窪 田 雅 之 ◎ 〇 〇 △ ○ 資格のみ

専門研究Ⅰ ● 各 教 員 〇 △ △ △ △

専門研究Ⅱ ● 各 教 員 〇 △ △ △ △

卒業研究Ⅰ ● 各 教 員 〇 △ △ △ △

卒業研究Ⅱ ● 各 教 員 〇 △ △ △ △

卒業単位に含まれない科目

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ ○ 今 村 篤 史 ほ か ◎ 〇 ◎ 資格のみ

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 集 今 村 篤 史 ほ か ◎ 〇 ◎ 資格のみ

ソーシャルワーク実習Ⅰ 集 今 村 篤 史 ほ か ◎ 〇 ◎ 資格のみ

ソーシャルワーク実習Ⅱ 集 今 村 篤 史 ほ か ◎ 〇 ◎ 資格のみ
社会教育士 社会教育実習 ○ ○ 向 井 健 ◎ 〇 〇 ◎ 資格のみ　

学芸員 博物館実習 ○ ○ 脇 園 大 史 ◎ 〇 〇 ◎ 資格のみ

公務員特講Ⅰ ○ 櫻 井 義 彦 〇 〇 △ △ △ △

公務員特講Ⅱ ○ 櫻 井 義 彦 〇 〇 △ △ △ △

国内旅行業務実務 集 集 相 澤 美 穂 子 〇 ◎

総合旅行業務実務 ○ ○ 神 谷 穂 高 〇 ◎

社会福祉士特講 集 今 村 篤 史 ◎ 〇 ◎ 資格のみ

＜記号の見方＞ 【資格取得のための科目群】 【学科DPとの関連・学科の4本柱との関連】

【開講時期】 　◎…資格取得のための必修科目 ◎…特に関係が強い

●…必修科目（卒業要件） 　○…資格取得のための選択科目 ○…関係が強い

○…選択科目 △…関係がある

集…集中講義
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  卒卒    業業    要要    件件

1． 『教養科目』から30単位（総合経営学科：必修9単位含む、観光ホスピタリティ学科：必修13単位含む）以上修得すること。

2． 『専門科目』から84単位（総合経営学科：必修24単位含む、観光ホスピタリティ学科：必修24単位含む）以上

修得すること。

3． 必修科目をすべて修得すること。

4． 上記１～3の条件を全て満たし、卒業時までに、合計124単位以上修得すること。

合計

124単位以上
卒業に必要な単位数

導入科目

コモンベイシックス

ヒューマンベイシックス

キャリア形成

専門基礎科目

　＊（　）は必修科目単位数

進進    級級    要要    件件

1． 同一学年を前期から後期の順で在学し、前期及び後期とも1単位以上の授業科目の履修登録をすること。

2． 1に加え3年次への進級は、卒業要件に算入される修得総単位数が40単位以上であること。

  他他  学学  科科  履履  修修　　（（総総合合経経営営学学部部内内））

・総合経営学部の他学科で開講する科目について、「他学科履修」ができます。

・他学科履修した科目は卒業単位に含みますが、上記【全分野対象10単位以上・他学科科目】となります。

　　また、他学科履修は専門科目の扱いにはなりませんので注意してください。

  他他  学学  部部  履履  修修　　

・自身が所属する学部以外で開講する一部の科目について、「他学部履修」できる場合があります。

 　講義概要についてはシラバスを確認してください。

・履修者数によっては履修できない場合もあります。

・人間健康学部・教育学部の科目は卒業単位に含みますが、上記【全分野対象10単位以上・他学部科目】となります。

・短期大学部科目は卒業単位に含まれません。

  他他  学学  部部  履履  修修　　・・他他  学学  科科  履履  修修のの上上限限

・・「「他他学学部部履履修修」」とと「「他他学学科科履履修修」」のの登登録録上上限限はは併併せせてて、、年年66単単位位、、44年年間間でで2244単単位位ままでででですす。。

　なお、免許・資格取得のために履修登録が必要な場合は上限を超えて履修できますが、卒業単位には

　含まれません。

　また、卒業単位に算入される上限は10単位までとなりますので、計画的に履修しましょう。

・上記のほか、講義の特性や履修人数の関係上、他学部・他学科履修できない場合があります。

　その場合は、掲示板等でお知らせします。

10単位
124単位

（総経：33）
（観光：37）

履履  修修  にに  つつ  いい  てて  のの  注注  意意  （（総総  合合  経経  営営  学学  部部））    　　<<22002255年年度度入入学学生生用用>>

教養・専門分野から必要な単位 全分野対象

114単位以上
下記の各分野から修得しなければならない単位数

10単位以上
各分野より選択可能

専
門
科
目

84単位
（総経：24）
（観光：24）

教
養
科
目

30単位
（総経：9）
（観光：13）

専
門
科
目

他
学
部
科
目

他
学
科
科
目

教
養
科
目

専門応用・発展科目

70020
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